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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型 Ⅲ

都市計画費

【管路施設工事】
　東高倉下水路　L=１２８ｍ　・　岩倉下排水路　L=７３ｍ
　四十九町下排水路　L=１０７ｍ　・　野間下排水路　L=８９ｍ
　大谷下水路　L=４９m　　　　　　計４４６ｍ
【測量設計業務】
　小田町測量設計　１式　・　四十九町測量設計　１式

本事業は、降雨による浸水防除、公共用水域の水質保
全、生活環境の改善等に効果がある。
しかし、上野管内の市街地区域については、公共下水道
事業（上野処理区）で推し進める計画である。
この計画は、長期の事業期間を要するため、降雨による
浸水防除のための管路新設、既設管路の改修は今後も
必要であるが、公共下水道事業を進める今、現在事業実
施中の区域においては、一部計画の見直しが必要であ
る。
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下排水路整備が特に遅れている市街地を対象に、家庭排水の流入による水路環境の悪化、降雨による浸水防除のため
に整備が必要である。

降雨による浸水防除、また、生活環境の改善が図れ、市民の快適な暮らしを支える。

環境改善を図るため、効果的、効率的な事業を行っており、効果は上がっている。

公共下水道事業上野処理区は、長期の事業期間を要するため、緊急性を考慮しながら当該事業により整備することは
効果的であるが、計画時点における管路施設の有効性は充分と言えない。
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市単下排水路整備事業
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A 現状維持 効率的整備・コスト縮減に対して検討・改善し、管路の整備延長の進捗に努める。
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